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ふるさとへの思いを歌う地元で活動する若手歌手

平成26年（2014年）１月20日
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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

介護予防サポーターによる「美作らくじゃぁ体操」で
体をほぐす参加者
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皆
さ
ん
は
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
歩
い
て
行
け
る
地
区
の
集
会

所
等
を
拠
点
と
し
て
、
高
齢
者

な
ど
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社

会
参
加
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
、

介
護
予
防
、
地
域
の
人
の
顔
つ

な
ぎ
な
ど
を
目
的
に
楽
し
く
・

気
軽
に
「
集
え
る
場
所
」
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、
高
齢

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め

に
と
て
も
大
切
な
取
り
組
み
と

い
う
こ
と
で
、
現
在
、
美
作
市
内
で
も

多
く
の
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
美
作
市
内
の
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
サ
ロ
ン
の
設
置
状
況

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
い

た
だ
い
て
い
る
サ
ロ
ン
数
（
年
６
回
以

上
開
催
）
は
平
成
25
年
11
月
現
在
で

１
５
０
サ
ロ
ン
で
す
。
現
在
で
は
大
字

の
数
よ
り
多
く
の
サ
ロ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。（
表
１
）
こ
の
サ
ロ
ン
数

を
美
作
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
で
割
る

と
、
72
人
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
美

作
市
に
は
72
人
に
ひ
と
つ
サ
ロ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
設

置
率
は
、
県
内
の
市
の
中
で
一
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
社
協
便
覧
２
０
１
３

よ
り
）（
表
２
）

　

サ
ロ
ン
は
誰
も
が
気
軽
に
歩
い
て
参

加
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
設
置
率

だ
け
を
み
る
と
美
作
市
は
県
内
の
市
の

中
で
一
番
サ
ロ
ン
に
参
加
し
や
す
い
体

制
が
で
き
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

○
サ
ロ
ン
の
開
催
頻
度

　

ま
た
、
美
作
市
の
サ
ロ
ン
の
開
催
回

数
は
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン

が
63
％
、
２
か
月
に
１
回
開
催
し
て
い

る
サ
ロ
ン
が
28
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
２
回
以
上
と
頻
繁
に
開
催

し
て
い
る
サ
ロ
ン
も
９
％
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）
サ
ロ
ン
は
、
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
介

護
予
防
が
可
能
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
の
開
催
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
１
回
で
も
多
く
開
催

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
サ
ロ
ン
運
営
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

毎月2回 3%

2か月に1回
28%

週1～2回
6%

毎月1回
63%

図１  美作市のサロン開催頻度

勝　　田
大　　原
東 粟 倉
美　　作
作　　東
英　　田
 合　計

15
23
7
38
43
24
150

17
21
7
43
38
17
143

地　域 サロン数 大字数

表1  美作市のサロン設置状況

10,745
16,521
16,780
14,008
12,210
12,083
11,553
27,987
11,597
16,622
11,930
12,416
20,239
161,435
114,424

150
205
176
119
95
92
87
193
78
88
61
60
34
252
141

72
81
95
118
129
131
133
145
149
189
196
207
595
641
812

65歳以上
人口 サロン数

１サロンに
対する

高齢者人数

美 作 市
真 庭 市
総 社 市
井 原 市
高 梁 市
赤 磐 市
瀬戸内市
津 山 市
浅 口 市
笠 岡 市
新 見 市
備 前 市
玉 野 市
岡 山 市
倉 敷 市

表2  岡山県のサロン設置状況
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1 入所資格
　放課後児童クラブに入所する児童は、次の要件を備えて
いることが必要です。
　●美作市に住所を有する児童
　●原則として、小学1年生から3年生までの児童
　●就労等により、昼間、保護者がいない家庭の児童

※入所希望者が多い場合、児童の学年、保護者の勤務状況、児
童の家庭状況等を判断のうえ、入所をお断りすることがあります。
※4年生以上の児童は、定員に余裕があれば一定の条件により受
け入れも可能です。

2 開所日・開所時間
　●月～金曜日：放課後から午後6時
　●土曜日・学校休業日・長期休暇  午前8時から午後6時

※但し、日曜日、祝祭日、お盆（8月13日～15日）、年末年始（12月28日
～1月4日）は閉所になります。

3 料金
　1 入会金：年額1,500円（傷害保険料等）
　2 利用日が1ヶ月に8日以下の場合（但し、土曜日は除く）

　3 利用日が1ヶ月に９日以上の場合（但し、土曜日は除く）

※一人親家庭及び父母のいない児童を養育している家庭の児童
の利用は、基本月額が半額になります。
※兄弟姉妹共に利用している場合は、2人目以降の児童は基本月
額が半額になります。

4 申し込み
　申請書類（利用申請書・利用調査票・就労証明書・誓約
書）を美作市社会福祉協議会各支所または利用を希望さ
れる放課後児童クラブに提出してください。
5 放課後児童クラブ一覧
 現在、美作市内には８ヶ所の放課後児童クラブを開所して
います。

平成26年度 放課後児童クラブ 入所児童の募集について
　美作市社会福祉協議会は、保護者の就労等により、昼間、保護者のいない家庭の小学1年生から3年生までの
児童が放課後に安心して過ごすことができる生活の場として、市内8ヶ所に『放課後児童クラブ』を開設していま
す。現在、平成26年度の入所児童を次のとおり募集しています。（申込締切2月28日㈮）詳しくは、最寄りの美作
市社会福祉協議会各支所へお問い合わせください。

　　　 利用日
放課後（月～金曜日）
学校休業日
長期休暇（春・夏・冬休み）
土曜日

　 利用料
日額 500円
日額 1,000円
日額 1,000円
日額 1,000円

延長保育

　　  利用日
放課後（月～金曜日）
学校休業日
長期休暇
（春・夏・冬休み）
土曜日

　　 利用料

基本月額 8,000円

（基本月額8,000円）
＋300円×利用日数
日額 1,000円

延長保育

①勝田チャイルドホーム

②大原放課後児童クラブ「ムサシ」

③東粟倉放課後児童クラブ「あわくらっこ」

④第一児童クラブ「ぴのきお」

⑤北児童クラブ「ダンボ」

⑥えみっこ放課後児童クラブ

⑦放課後児童クラブ「ドリーム」

⑧英田放課後児童クラブ

美作市真加部20-3（ひまわり園内）

美作市下町324-1（大原小学校敷地内）

美作市東青野395（東粟倉小学校体育館2F）

美作市湯郷58（美作第一小学校敷地内）

美作市楢原中60（美作北小学校敷地内）
美作市北山401（世代交流多目的ホール内）

美作市江見573（江見小学校敷地内）

美作市土居249（JA勝英土居支店２F）

美作市福本806-1（生涯学習センター内）

３５人

３０人

１５人

５０人

10０人

３０人

３０人

４０人

定　員

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
で
は
、
11
月
28
日
㈭
、

会
員
17
名
が
参
加
し
、
大
原
小
学
校
で
１
年
生

と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
、
毎
年
、
大
原
地
域

で
２
地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
が
合
同
で
児

童
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
始
め
に
児
童
の
自
己
紹
介
に
続
い
て
、

本
読
み
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
披
露
が
あ
り
ま

し
た
。
児
童
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
た
の
ち
、

４
班
に
分
か
れ
て
、
回
想
カ
ル
タ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
会
の
参
加
者
か
ら
「
本
気
を
出
し
て
取

ら
な
い
よ
う
に
」
の
前
置
き
の
う
え
、
札
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
札
を
取

る
勢
い
と
集
中
力
に
は
「
降
参
‼
」
の
様
子
で

し
た
。

　

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
と
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
孫
や
ひ
孫
の
よ
う
な

１
年
生
を
前
に
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、「
元
気
な
子
供
た
ち
と
交
流
で

き
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
交
流
し
た
い
」
と
散
会

さ
れ
ま
し
た
。

大
原
地
区
・
大
吉
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会

「ふるさと」を一緒に唄いました

一斉にドーン「カルタ」取り

ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
よ
！

大
原
小
１
年
生
と
交
流
会

100円
午後6時30分
まで

100円
午後6時30分
まで
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http://lifemomo.jp

　

11
月
１
日
㈮
、
岡
山
衛
生
会
館
三
木
記
念
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
51
回
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、
多
年

に
わ
た
り
精
神
障
害
者
と
の
交
流
や
作
業
所
を
通
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　

一
歩
の
会
」
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
ま
た
高
齢

者
宅
や
施
設
へ
訪
問
し
、傾
聴
活
動
を
行
っ
て
い
る「
美

作
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ほ
が
ら
か
会
」
が
活
動
奨
励

の
助
成
金
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
団
体
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
●
● 

第
51
回 

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
大
会 

●
●
●
●
●

│ 

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

一
歩
の
会
」
が
受
賞 

│

フリーダイヤル（0120）328-987
●
訪
問
理
容
美
容

●
訪
問
先
特
養
老
人
ホ
ー
ム
障

害
者
施
設
・
病
院
施
設
・
等

●
寝
た
き
り
老
人
・
外
出
困
難

な
障
害
者
・
老
人
対
象
に
ご

自
宅
に
訪
問
致
し
ま
す
。

●
施
設
２
０
０
０
円
個
人
（
地

域
に
よ
り
交
通
費
別
）

NPO法人

シルバーライフサポートもも
北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616
4,200円4,200円
750㎖750㎖

5,300円5,300円
750㎖750㎖

750㎖750㎖ 14,800円14,800円
ドンペリニヨン 白ドンペリニヨン 白

ギフト用イメージギフト用イメージ

モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ア
ン
ペ
リ
ア
ル

モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ア
ン
ペ
リ
ア
ル

モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ロ
ゼ

モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ロ
ゼ

　

12
月
11
日
㈬
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
に
加
入
す
る
37
グ
ル
ー
プ
の
会
員
約
90
名
が
参
加
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
午
前
中
は
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
公
認
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
直
原
一
美
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、
午
後

か
ら
は
社
協
職
員
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
同
士
の
連
携
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
毎
年
参
加
し
、
顔
見
知
り
の
人

が
増
え
て
き
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
と
、
仲
間
づ
く
り
も
で

き
る
し
、
参
加
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
も
元
気
に
な
れ
る
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
地
域
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

 
│ 
交
流
会
で
連
携
を
深
め
る 

│

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

 
│ 
交
流
会
で
連
携
を
深
め
る 

│

「すきやきじゃんけんゲーム」を学ぶボランティア
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■本社／岡山県美作市三保原 678 TEL. 0868-74-3637
■工場／本社工場・吉井工場 FAX. 0868-74-2195

パークンパークは㈱英田エンジニアリングの
グループ企業です。

パークンパーク奉還町第 2駐車場は無料でWi-Fi が利用できる
iPark’n としてご好評いただいています。

株式会社

岡山市内だけでも　　　ヵ所　　　　　 車室  営業中！！

24時間営業の無人駐車場は

Park'n park

107 1,141

　美作市社会福祉協議会では、地域の身近な情報発信の役目を果たしている広
報紙の作成講座を下記の日程で開講します。各地区社協での出来事やお知らせ
等、地域の方への情報として伝える広報紙づくりの受講生を募集しています。

地域の身近な新聞づくりにチャレンジしてみませんか!

地区社協広報紙作成講座

■対 象 者　地区社協関係者等
■参 加 費　無料
■定　　員　50名
■申　　込　2月3日㈪までに美作市社会福祉協

議会本所または各支所へ申し込み
ください。なお、定員になり次第
締め切らせていただきます。

受講生
募集!

■日　　時　平成26年２月20日㈭
　　　　　　午後1時30分から
■会　　場　湯郷地域交流センター
　　　　　　（美作市湯郷826-2）
■講　　師　山陽新聞読者局　職員
　　　　　　  地区社協広報紙編集実践
　　　　　　  報告／３地区社協予定

　社協にはサロン等で活用できるたくさんのレクリエーション道具があります。本講座ではその道具を
実際に使った実習を行います。サロン担当者の方など多くの方の参加をお待ちしています。

場　　所　作東長寿センター集団検診室（美作市江見２８０番地）
受講定員　30名程度（先着順）　　受講料　無料
申し込み　１月31日（金）までに美作市社会福祉協議会地域福祉課または各支所までお申し込みください。

お知らせお知らせ

【日時・内容】

サロン等で楽しめるレクリエーションを学んでみませんか？
レクリエーションボランティア養成講座を開催します。

日程

2/5（水）

2/12（水）

2/19（水）

時　間 実施レクリエーション

13：30～16：00

13：30～16：00

13：30～16：00 テーマ：男性も夢中になるレク
囲碁ボール・コミュニケーション麻雀など

テーマ：体を使ったレク
室内ペタンク・バッゴー・オーバルボール・スカットボールなど
テーマ：座ったままできるレク
すきやきじゃんけん・都道府県ビンゴ・唱歌かるたなど

※各回には座学
もあります。
また講座の内
容は変更する
場合がありま
す。　　
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勝
田
支
所

いはい!

　

勝
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
新

規
立
ち
上
げ
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、
９
月
か
ら
矢
田
地
域
で
サ
ロ
ン
活
動
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
㈫
に
第
１
回
目
の
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
、
市
社
協
職
員
か
ら
サ
ロ
ン

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
と
年
間

行
事
予
定
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、
11
月
に
は
囲
碁

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
12
月
15
日
㈰
に
は
、
矢
田

公
園
で
、「
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
世
代
を
超
え
た
矢
田
地
域
住
民
約
36
名
の

参
加
が
あ
り
、
杵
と
臼
で
つ
い
た
お
も
ち
を
ぜ
ん
ざ

い
に
し
て
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

「
総
合
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
か
つ
た
」
と
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ

く
だ
」
に
お
も
ち
を
届
け
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
原
支
所

　

古
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
11
月
25
日
㈪
、
大
原
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

特
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
名
泉
氏
（
滝
）
を
講
師
に
、
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
27
名
の
会
員
が
参
加
し
、
大
盛

況
の
中
、
講
師
か
ら
そ
ば
打
ち
の
実
演
が
あ

り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
講
師
の

手
つ
き
に
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
粉
に
指

定
の
分
量
の
水
を
少
し
ず
つ
注
ぎ
入
れ
な
が

ら
、
こ
ね
る
際
に
は
、
気
候
や
そ
の
日
の
天

候
に
よ
っ
て
水
の
分
量
が
変
化
し
、
時
間
が

た
つ
ほ
ど
水
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

ス
ピ
ー
ド
が
勝
負
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

体
験
実
習
で
は
５
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
程
で
講
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
手
ほ

ど
き
を
も
ら
い
な
が
ら
実
習
を
し
ま
し
た
。

最
後
の
工
程
を
終
え
、
ゆ
で
上
が
っ
た
そ
ば

は
太
い
も
の
細
い
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
も
個

性
豊
か
で
し
た
が
、
実
食
の
際
に
は
、
口
々

に
「
う
ま
い
‼
」
の
声
が
上
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
班
の
麺
を
見
く
ら
べ
食
べ
く
ら
べ
を
し

て
、
手
作
り
の
味
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

絶
品
手
打
ち
そ
ば
に
舌
鼓

古
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
そ
ば
打
ち
体
験
教
室講師の春名さんによる実演指導こねる作業は力が必要で、ここは男性の出番です

お
も
ち
を
高
齢
者
施
設
へ
寄
付

〜
矢
田
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
〜

おいしそうなおもちに喜ぶ
「デイサービスセンターふくだ」の皆さん

もちつき大会の様子

「総合ケアサービスセンターかつた」
においしいおもちを届けました
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いはい!

東
粟
倉
支
所

　

東
粟
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
所
で

は
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
12
月
11
日
㈬
と
12
日
㈭
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
東
粟
倉
小
学
校
の
児
童
が
来
所
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
分
た
ち
で

考
え
て
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
歌

や
ダ
ン
ス
、
楽
器
の
演
奏
、
音
楽
劇
な
ど
を
披

露
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
日
、児
童
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、そ
こ
に
は
、

「
寒
く
な
る
か
ら
体
に
気
を
付
け
て
、
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て

発
表
し
ま
し
た
」「
３
学
期
も
来
た
い
で
す
」

な
ど
、
心
温
ま
る
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
児
童
の
元
気
な

声
と
笑
顔
に
つ
つ
ま
れ
た
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
し
た
。
東
粟
倉
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
粟
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
所
は
、
小
学
校
と
隣
接
し
て
お
り
、
学
校

行
事
や
授
業
の
中
で
、
児
童
と
高
齢
者
の
方
々
が
交
流
し
た
り
、
ふ
れ
あ
う
機
会
を

持
て
る
よ
う
な
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
運
営
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

か
わ
い
い
児
童
が
来
所

３年生のハンドベル演奏４年生の音楽劇「鶴の恩返し」

　

美
作
市
社
協
が
運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原
（
美
作
市
古

町
）
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
12
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
の
両
日
開
か
れ
、
保

育
園
児
に
よ
る
演
劇
や
小
学
生
に
よ
る
歌
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介

護
職
員
に
よ
る
演
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
に
少
し
で
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
、
大
原
保
育
園
児
の
演
劇
で
は
、「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
を

基
に
作
成
さ
れ
た
創
作
劇
の
披
露
が
あ
り
、
一
生
懸
命
演
じ
る
園
児
の
か

わ
い
ら
し
い
姿
に
来
場
者
は
目
を

細
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
原
小
学
校
５
年
生
は

「
花
は
咲
く
」
の
歌
や
、
リ
コ
ー

ダ
ー
で
「
威
風
堂
々
」
な
ど
を
演

奏
し
、
児
童
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
交
流
ク

イ
ズ
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
季
節
に
応

じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、

４
月
に
は
お
花
見
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原

クリスマス会で合唱を披露する児童

園
児
・
児
童
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ク
リ
ス
マ
ス
会

園
児
・
児
童
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ク
リ
ス
マ
ス
会

園
児
・
児
童
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ク
リ
ス
マ
ス
会
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い!はい!

一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

長
谷
内　
　

井
上　

裕
輝　

様

（
亡　

四　

男
）

小　

畑　
　

児
島
二
三
春　

様

（
亡　

鳥
家
幸
子
）

中　

谷　
　

杤
岡　

秀
光　

様

（
亡　

馨　

）

北　

山　
　

菅　
　

卓
史　

様

（
亡　

節　

子
）

北　

山　
　

高
取　

一
夫　

様

（
亡　

十
六
子
）

楢
原
中　
　

倉
内　

一
子　

様

（
亡　

郁　

男
）

楢
原
上　
　

関
元　

利
信　

様

（
亡　

琢　

美
）

楢
原
下　
　

寺
元　

雅
利　

様

（
亡　

辰　

雄
）

楢
原
下　
　

小
林　

恵
子　

様

（
亡　

豐　

）

楢
原
下　
　

井
上　

浩
志　

様

（
亡　

正　

和
）

山
外
野　
　

谷
口　

浩
司　

様

（
亡　

年　

幸
）

見
舞
い
返
し

北　

原　
　

西
林
八
重
子　

様

（
亡　

𠮷　

郎
）

岩
見
田　
　

有
元
美
保
子　

様

（
亡　

清　

）

湯　

郷　
　

濵
田　

滿
惠　

様

（
亡　

良　

信
）

山　

手　
　

木
下　

正
春　

様

（
亡　

園　

衛
）

　

鯰　
　
　

河
股　

眞
護　

様

（
亡　

美
喜
榮
）

芦
河
内　
　

梅
井　
　

弘　

様

（
亡　

昭　

子
）

藤　

生　
　

溝
口　
　

茂　

様

（
亡　

漸　

）

土　

居　
　

藤
本　

典
子　

様

（
亡　

康　

行
）

土　

居　
　

番
能　

正
行　

様

（
亡　

み
つ
ゑ
）

尾　

谷　
　

下
山　

道
子　

様

（
亡　

隆　

）

三
保
原　
　

角
南　

英
已　

様

（
亡　

安　

惠
）

福　

本　
　

金
山　

順
子　

様

（
亡　

朝　

生
）

中　

川　
　

永
井　
　

馨　

様

（
亡　

惠　

子
）

後　

山　
　

春
名　

久
子　

様

東
青
野　
　

水
元　

忠
男　

様

平　

田　
　

横
山　

和
雄　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

　

本
紙
で
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
、
市
社
協
に
登
録
が

あ
っ
た
サ
ロ
ン
数
が
１
５
０
サ
ロ
ン

と
、
高
齢
者
人
口
か
ら
す
る
と
、
県

内
の
市
で
は
最
も
多
い
サ
ロ
ン
設
置

率
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

集
落
単
位
に
恵
ま
れ
た
指
導
者
と
集

会
施
設
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
企
画
・
運
営
も
サ
ロ
ン

指
導
者
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
開
催
頻
度
が
多
い
サ
ロ
ン
ほ

ど
マ
ン
ネ
リ
化
へ
の
問
題
や
男
性
参

加
者
数
の
減
少
傾
向
等
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
市
社
協
と
し
て
は
、
先
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
先
進
地
の
サ
ロ
ン
活
動
講
演
会

や
市
内
サ
ロ
ン
の
実
践
報
告
な
ど
を

行
い
、
集
落
の
高
齢
者
が
参
加
し
や

す
い
サ
ロ
ン
運
営
を
推
進
す
る
こ
と

に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
行
政
が
作
成
し
た
「
美
作

市
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
活
用
し
た

サ
ロ
ン
で
の
新
春
カ
ル
タ
と
り
大
会

も
夢
の
あ
る
企
画
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
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平
成
25
年
11
月
21
日
か
ら

平
成
25
年
12
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

12
月
８
日
㈰
、
福
山
地
区
自
治
振

興
協
議
会
（
福
祉
部
）
主
催
に
よ
る

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
さ
く
と
う
山

の
学
校
で
開
催
さ
れ
、
役
員
の
方
々

の
熱
心
な
声
か
け
に
よ
り
約
70
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は

75
歳
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
今
回
は
「
ま
だ
ま
だ
元
気
な

集
い
」
と
題
し
て
、
地
元
で
活
躍
す

る
若
者
が
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
込

め
て
作
詞
・
作
曲
を
し
た
歌
の
披
露

や
大
正
琴
の
演
奏
、
土
居
小
児
童
に

よ
る
合
唱
、
フ
ル
ー
ト
の
生
演
奏
で

演
歌
を
参
加
者
全
員
で
歌
う
な
ど
、

地
元
演
者
に
よ
る
心
温
ま
る
集
い
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
会
話
に
花
が
咲
き
、
大
盛
会
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

土居小児童によるリコーダー演奏




